
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

【講演内容のポイント】 

●そもそも「医療機器製販企業」とは 

●医療者からのニーズを元に製品開発から上市までを行う際の流れ 

●医療機器企業へのアプローチ方法 

●医療機器企業がモノづくり企業を見るポイント 

●医療機器企業に響く販促ツール・コミュニケーションの工夫 

●モノづくり企業（協力企業）へ求めること など 
 

【定 員】３０名     【参加費】無料 

【対象者】医療機器・医工連携に関心のあるモノづくり企業、医療機器企業、医療者、支援機関など 

 【申込方法】下記記載の上、ＦＡＸ（０６－４３０９－３８４６）にてお申し込みください。 
 

会社名  TEL  

氏 名   mail  
 
※定員がいっぱいなどご参加いただけない場合のみ、こちらからご連絡いたします。 

主催：東大阪市医工連携研究会・東大阪市     共催：（地独）大阪産業技術研究所（医療健康機器開発研究会） 

 
東大阪市経済部モノづくり支援室 

TEL：06-4309-3177 FAX：06-4309-3846 mail：monodukuri@city.higashiosaka.lg.jp 

東大阪市では、市内企業の高い技術力やネットワークを活かし、健康・医療・介護分野への参入

を促進するため、医工連携事業を進めています。同分野への参入の形態として、いくつかパターン

がありますが、市ではとりわけ「部品・部材の供給」「試作・設計・開発支援」「ＯＥＭ／ＯＤＭ生

産」を重点領域とし、医療機器企業をメインターゲットに取り組みを進めております。 

 今回は、医療機器企業の中でも特にモノづくり企業と積極的に連携し、製品開発に取り組んでい

る医療機器企業の開発担当者によるセミナーです。 

日々、医療現場で医療機器に関するテーマやニーズに触れる一方、その解決のため多くのモノづ

くり企業と出会い、探索をされているそのご経験から、医療機器開発の実際やパートナー企業に求

めることなどについてお話しいただきます。 

医療機器ビジネスへの参入を目指す企業様はもちろん、医療機器企業との販路拡大を目指す企業様な

ど、是非ご参加ください。 
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